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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インク受理層を備え、
　上記インク受理層は、親水性樹脂と低吸油多孔質シリカとを含み、
　上記低吸油多孔質シリカの吸油量が、１ｍｌ／１００ｇ以下である記録媒体。
【請求項２】
　上記インク受理層は、紫外線硬化性樹脂をさらに含む請求項１に記載の記録媒体。
【請求項３】
　上記低吸油多孔質シリカの平均粒径が、５μｍ以下である請求項１または２に記載の記
録媒体。
【請求項４】
　上記インク受理層中おける低吸油多孔質シリカの含有量が、２０原子％以上３０原子％
以下である請求項１から３のいずれかに記載の記録媒体。
【請求項５】
　上記インク受理層に印刷用インクを載せたときの滲み率が、１０％以下である請求項１
から４のいずれかに記載の記録媒体。
【請求項６】
　上記インク受理層の厚みが、１０μｍ以上２０μｍ以下である請求項１から５のいずれ
かに記載の記録媒体。
【請求項７】
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　上記インク受理層は、固着剤を含んでいる請求項１から６のいずれかに記載の記録媒体
。
【請求項８】
　上記固着剤は、上記親水性樹脂と電気的に結合する請求項７に記載の記録媒体。
【請求項９】
　上記親水性樹脂は、カチオン性の親水性樹脂である請求項１から８のいずれかに記載の
記録媒体。
【請求項１０】
　上記インク受理層の下に設けられた下地層をさらに備える請求項１から９のいずれかに
記載の記録媒体。
【請求項１１】
　親水性樹脂と吸油量が１ｍｌ／１００ｇ以下である低吸油多孔質シリカとを含む塗料を
塗布し、
　塗布した塗料に紫外線を照射して硬化させること
　を含む記録媒体の製造方法。
【請求項１２】
　上記塗料の塗布は、シルクスクリーン印刷により行われる請求項１１に記載の記録媒体
の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、印刷可能な面を有する記録媒体およびその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　記録光や再生光が入射する信号面とは反対側に、水性インクを受容するインク受容層を
設け、インクジェットプリンタを用いて水性インクにより画像を形成することを可能とし
た光記録媒体が開発されている。
【０００３】
　特許文献１には、被画像形成層として、気相法無機粉末を含有した樹脂膜からなるイン
ク吸収性の多孔質層を設けることで、被画像形成層のインクの吸収性と定着性を良くし、
印刷性に優れた光情報記録媒体が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－２６０７４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、本技術の目的は、印刷性に優れた記録媒体およびその製造方法を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述の課題を解決するために、第１の技術は、
　インク受理層を備え、
　インク受理層は、親水性樹脂と低吸油多孔質シリカとを含み、
　低吸油多孔質シリカの吸油量が、１ｍｌ／１００ｇ以下である記録媒体である。
【０００７】
　第２の技術は、
　親水性樹脂と吸油量が１ｍｌ／１００ｇ以下である低吸油多孔質シリカとを含む塗料を
塗布し、
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　塗布した塗料に紫外線を照射して硬化させること
　を含む記録媒体の製造方法である。
【発明の効果】
【０００８】
　以上説明したように、本技術によれば、印刷性に優れた記録媒体を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１Ａは、本技術の一実施形態に係る光記録媒体の外観の一例を示す斜視図であ
る。図１Ｂは、本技術の一実施形態に係る光記録媒体の構成の一例を示す概略断面図であ
る。
【図２】図２は、サンプル３－１の光ディスクの印刷線幅と滲み率との関係を示す図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本技術では、記録媒体は、１または複数の情報信号層が基板上に設けられ、その情報信
号層上にカバー層が設けられた構成を有していることが好ましい。このカバー層の厚さは
特に限定されるものではなく、カバー層には、基板、シート、コーティング層などが含ま
れる。高密度の光記録媒体では、高ＮＡの対物レンズが用いられるため、カバー層として
シート、コーティング層などの薄い光透過層を採用し、この光透過層の側から光を照射す
ることにより情報信号の記録または再生を行うことが好ましい。この場合、基板としては
、不透明性を有するものを採用することも可能である。情報信号を記録または再生するた
めの光の入射面は、光記録媒体のフォーマットに応じてカバー層側および基板側の表面の
一方に適宜設定される。
【００１１】
　本技術において、受理層は、基板側およびカバー層側のいずれの面に設けられていても
よい。印刷された文字や絵柄などの画像の視認性を向上する観点からすると、受理層の下
に下地層をさらに備えることが好ましい。より具体的には、受理層が基板側の面に設けら
れている場合には、下地層は基板と受理層との間に設けられることが好ましく、受理層が
カバー層側の面に設けられている場合には、下地層はカバー層と受理層との間に設けられ
ることが好ましい。
【００１２】
　本技術において、記録媒体は、再生専用型、追記型または書換型の光記録媒体であるこ
とが好ましいが、これに限定されるものではなく、記録媒体が光記録媒体以外の媒体であ
ってもよい。記録媒体は、１または２以上の情報信号層を含んでいることが好ましく、情
報信号層としては、例えば、再生専用型、追記型または書換型の情報信号層が用いられる
。
【００１３】
　本技術の実施形態について以下の順序で説明する。
１　光記録媒体の構成
２　光記録媒体の製造方法
３　効果
【００１４】
［１　光記録媒体の構成］
　図１Ａに示すように、本技術の一実施形態に係る光記録媒体１０は、中央に開口（以下
センターホールと称する）が設けられた円盤形状を有する。なお、光記録媒体１０の形状
はこの例に限定されるものではなく、カード状などとすることも可能である。
【００１５】
　図１Ｂに示すように、光記録媒体１０は、基板１１と、基材１１の一方の主面（第１の
主面）に設けられた情報信号層１２と、この情報信号層１２上に設けられた光透過層１３
とを備える。また、光記録媒体１０は、基板１１の他方の主面（第２の主面）に設けられ
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た下地層１４と、この下地層１４上に設けられたインク受理層１５とを備えている。ここ
では、情報信号層１２が１層のみ設けられている例について説明するが、情報信号層の層
数はこれに限定されるものではなく、２層以上の情報信号層を備えるようにしてもよい。
その場合、各情報信号層間には中間層が設けられる。
【００１６】
　光記録媒体１０は、光透過層１３側の信号面（第１の表面）Ｓ１と、それとは反対側と
なるインク受理層１５側の印刷面（第２の表面）Ｓ２とを有している。信号面Ｓ１は、情
報信号層１２に情報信号を記録または再生するためのレーザ光が照射される表面、すなわ
ち光照射面である。一方、印刷面Ｓ２は、インクジェット法などの印刷法により印刷が施
される表面である。この印刷面Ｓ２に印刷される画像は特に限定されるものではないが、
例示するならば、写真、文字、絵柄、模様、それらの２種以上の組合せなどが挙げられる
。
【００１７】
　光記録媒体１０では、光透過層１３側の信号面Ｓ１からレーザ光を情報信号層１２に照
射することにより、情報信号の記録または再生が行われる。例えば、４００ｎｍ以上４１
０ｎｍ以下の範囲の波長を有するレーザ光を、０．８４以上０．８６以下の範囲の開口数
を有する対物レンズにより集光し、光透過層１３の側から情報信号層１２に照射すること
により、情報信号の記録または再生が行われる。このような光記録媒体１０としては、例
えば多層のブルーレイディスク（ＢＤ：Blu-ray Disc（登録商標））が挙げられる。
【００１８】
　以下、光記録媒体１０を構成する基板１１、情報信号層１２、光透過層１３、下地層１
４およびインク受理層１５について順次説明する。
【００１９】
（基板）
　基板１１は、例えば、中央にセンターホールが設けられた円盤形状を有する。この基板
１１の一主面は、例えば、凹凸面となっており、この凹凸面上に情報信号層１２が成膜さ
れる。以下では、凹凸面のうち凹部をランド、凸部をグルーブと称する。
【００２０】
　このランドおよびグルーブの形状としては、例えば、スパイラル状、同心円状などの各
種形状が挙げられる。また、ランドおよび／またはブルーブが、例えば、線速度の安定化
やアドレス情報付加などのためにウォブル（蛇行）されている。
【００２１】
　基板１１の径（直径）は、例えば１２０ｍｍに選ばれる。基板１１の厚さは、剛性を考
慮して選ばれ、好ましくは０．３ｍｍ以上１．３ｍｍ以下、より好ましくは０．６ｍｍ以
上１．３ｍｍ以下、例えば１．１ｍｍに選ばれる。また、センターホールの径（直径）は
、例えば１５ｍｍに選ばれる。
【００２２】
　基板１１の材料としては、例えば、プラスチック材料またはガラスを用いることができ
、コストの観点から、プラスチック材料を用いることが好ましい。プラスチック材料とし
ては、例えば、ポリカーボネート系樹脂、ポリオレフィン系樹脂、アクリル系樹脂などを
用いることができる。
【００２３】
（情報信号層）
　情報信号層１１は、例えば、再生専用型、追記型または書換型の記録層を含んでいる。
情報信号層は、少なくとも記録層を含む積層構造を有していてもよく、その構造は光記録
媒体に求められる信号特性や耐久性などの特性に応じて設定される。
【００２４】
（光透過層）
　光透過層１３は、例えば、紫外線硬化性樹脂などの感光性樹脂を硬化してなる樹脂層で
ある。この樹脂層の材料としては、例えば、紫外線硬化型のアクリル系樹脂が挙げられる
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。また、円環形状を有する光透過性シートと、この光透過性シートを基板１１に対して貼
り合わせるための接着層とから光透過層１３を構成するようにしてもよい。光透過性シー
トは、記録および再生に用いられるレーザ光に対して、吸収能が低い材料からなることが
好ましく、具体的には透過率９０パーセント以上の材料からなることが好ましい。光透過
性シートの材料としては、例えば、ポリカーボネート樹脂材料、ポリオレフィン系樹脂（
例えばゼオネックス（登録商標））などを用いることができる。接着層の材料としては、
例えば、紫外線硬化性樹脂、感圧性粘着剤（ＰＳＡ：Pressure Sensitive Adhesive）な
どを用いることができる。
【００２５】
　光透過層１３の厚さは、好ましくは１０μｍ以上１７７μｍ以下の範囲内から選ばれ、
例えば１００μｍに選ばれる。このような薄い光透過層１３と、例えば０．８５程度の高
ＮＡ(numerical aperture)化された対物レンズとを組み合わせることによって、高密度記
録を実現することができる。
【００２６】
（下地層）
　下地層１４は、印刷面Ｓ２に印刷される画像の発色性を向上などするための白色下地層
である。下地層１４は、紫外線硬化性樹脂と、白色顔料と、必要に応じて各種添加剤とを
含んでいる。紫外線硬化性樹脂としては、例えばアクリル系の紫外線硬化性樹脂などを用
いることができるが、これに限定されるものではない。白色顔料としては、例えば酸化チ
タンなどの白色金属酸化物などを用いることができるが、これに限定されるものではない
。
【００２７】
（インク受理層）
　インク受理層１５の表面、すなわち印刷面Ｓ２の算術平均粗さＲａは、印刷面Ｓ２の光
沢性を向上する観点から、好ましくは１１４μｍ以下、より好ましくは５２μｍ以下、更
により好ましくは２５μｍ以下である。
【００２８】
　インク受理層１５の表面、すなわち印刷面Ｓ２のグロス値は、印刷面Ｓ２の光沢性を向
上する観点から、好ましくは２２％以上、より好ましくは４５％以上、更により好ましく
は６７％以上である。
【００２９】
　インク受理層１５は、親水性樹脂２１と、低吸油多孔質シリカ２２と、紫外線硬化性樹
脂とを含んでいる。インク受理層１５は、必要に応じて、フィラー、固着剤、給水パウダ
ーなどのうちの少なくとも１種を含んでいてもよい。親水性樹脂が紫外線硬化性樹脂を兼
ねていてもよい。
【００３０】
　親水性樹脂２１は、水に溶解または膨潤する樹脂である。具体的には、分子内に、カル
ボキシ基、水酸基、スルホン酸（塩）基、ホスホン酸（塩）基、アミノ基、アミド基、４
級アンモニウム塩基などの官能基を有する化合物であることが好ましい。
【００３１】
　親水性樹脂２１としては、例えば、ポリビニルアルコール、アクリル、ポリウレタン、
ポリエチレングリコール、セルロースなどを単独または２種以上組合せて用いることがで
きる。親水性樹脂２１としては、例えば、カチオン性の親水性樹脂を用いることが好まし
い。このような親水性樹脂としては、例えば、少なくともカチオン化可能なアミノ基を有
する２価の有機基に水酸基および／またはアミノ基が結合された化合物と、ジイソシアナ
ートとから得られた樹脂に、親水性を有するアルコール類またはエーテル類にハロゲンが
結合されたハロゲン化物を反応させて、上記カチオン化可能なアミノ基をカチオン化させ
たものを用いることができる。
【００３２】
　紫外線硬化性樹脂としては、例えばアクリル系の紫外線硬化性樹脂などを用いることが
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できるが、これに限定されるものではない。固着剤としては、例えば、酒石酸アンチモン
カリウムなどのアンチモン塩類、アルギン酸ソーダ、ヘキサメタリニン酸ソーダ、ソーダ
灰、タンニン酸などの炭酸ソーダなどを単独または２種以上組合せて用いることができる
。
【００３３】
　低吸油多孔質シリカ２２の吸油量が、印刷性の観点から、好ましくは１５ｍｌ／１００
ｇ以下、より好ましくは１０ｍｌ／１００ｇ以下、更により好ましくは５ｍｌ／１００ｇ
以下、最も好ましくは１ｍｌ／１００ｇ以下である。
【００３４】
　低吸油多孔質シリカ２２の平均粒径（直径）が、５μｍ以下であることが好ましい。平
均粒径が５μｍを超えると、グロス値が低下し、光沢性が低下する傾向がある。
【００３５】
　インク受理層１５中おける低吸油多孔質シリカ２２の含有量が、２０原子％以上３０原
子％以下であることが好ましい。含有量が２０原子％未満であると、インクジェット法な
どで印刷面Ｓ２に印刷を施したときに、インクがインク受理層１５の厚さ方向に十分浸透
しなくなり、印刷性が低下する傾向がある。含有量が３０原子％を超えると、グロス値が
低下し、光沢感が低下する傾向がある。
【００３６】
　インク受理層１５に印刷用インクを載せたときの滲み率が、１０％以下であることが好
ましい。滲み率が１０％を超えると、インクジェット法などで印刷面Ｓ２に印刷を施した
ときの画像のシャープさが劣化する傾向がある。また、過度の滲み発生した場合には画像
自体が崩れる虞もある。
【００３７】
　インク受理層１５中の厚みが、１０μｍ以上２０μｍ以下であることが好ましい。厚み
が１０μｍ未満であると、インクジェット法などで印刷面Ｓ２に印刷を施したときのイン
ク（例えばインクジェットインク）の滲み率が大きくなる傾向がある。一方、厚みが２０
μｍを超えると、光記録媒体１０の反りが大きくなる傾向がある。
【００３８】
　インク受理層１５は固着剤を含んでいることが好ましい。固着剤が親水性樹脂２１と電
気的に結合し、耐水性および耐湿性を向上できるからである。
【００３９】
　耐水試験後におけるインクの滲み率が、５０％以下であることが好ましい。光記録媒体
１０の印刷面Ｓ２に優れた耐水性を付与できるからである。なお、耐水試験後におけるイ
ンクの滲み率は、以下の式から求められる。
　耐水試験後におけるインクの滲み率［％］＝［（耐水試験前の印刷線の幅）／（耐水試
験後の印刷線の幅）×１００］－１００
【００４０】
　耐湿試験後におけるインクの滲み率が、５０％以下であることが好ましい。光記録媒体
１０の印刷面Ｓ２に優れた耐湿性を付与できるからである。なお、耐湿試験後におけるイ
ンクの滲み率は、以下の式から求められる。
　耐水試験後におけるインクの滲み率［％］＝［（耐湿試験前の印刷線の幅）／（耐湿試
験後の印刷線の幅）×１００］－１００
【００４１】
［２　光記録媒体の製造方法］
　まず、基板１１上に、情報信号層１２、光透過層１３が積層された光記録媒体１０を準
備する。次に、例えばシルクスクリーン印刷により、光記録媒体１０の基板１１側の面（
裏面）に下地層形成用塗料を印刷して塗膜を形成した後、この塗膜に対して紫外線を照射
して硬化させることにより、下地層１４を形成する。
【００４２】
　次に、例えばシルクスクリーン印刷により、親水性樹脂と低吸油多孔質シリカと紫外線
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硬化性樹脂とを含むインク受理層形成用塗料を下地層１４上に印刷して、塗膜を形成する
。インク受理層形成用塗料は、必要に応じて、フィラー、固着剤、給水パウダーなどのう
ちの少なくとも１種をさらに含んでいてもよい。次に、この塗膜に対して紫外線を照射し
て塗膜を硬化させることにより、インク受理層１５を形成する。以上により、目的とする
光記録媒体１０が得られる。
【００４３】
［３　効果］
　本実施形態に係る光記録媒体１０では、インクジェット法などの印刷法により印刷面Ｓ
２上にインクが滴下されると、インク受理層１５に含まれる低吸油多孔質シリカ２２によ
り、インク受理層１５の厚さ方向にインクが浸透する。したがって、印刷性に優れた印刷
面Ｓ２を有する光記録媒体１０を実現できる。
【００４４】
　本実施形態に係る光記録媒体１０では、シルクスクリーン印刷機を用いてインク受理層
１５を形成できる。すなわち、特殊な印刷機などの設備を用いずにインク受理層１５でき
、汎用性が高い。したがって、インク受理層１５を有する光記録媒体１０を安価に製造す
ることが可能である。また、低吸油多孔質シリカ２２の平均粒径を５μｍ以下にした場合
には、優れた光沢性を光記録媒体１０の印刷面Ｓ２に付与することができる。
【００４５】
　インク受理層１５がカチオン性の親水性樹脂２１を含む場合には、インク受理層１５に
含まれるカチオン性の親水性樹脂２１と、インク受理層１５の厚さ方向に浸透されるアニ
オン性のインクとがカチオン重合反応などの反応により結合する。これにより、インク受
理層１５の耐水性が向上する。
【実施例】
【００４６】
　以下、実施例により本技術を具体的に説明するが、本技術はこれらの実施例のみに限定
されるものではない。
【００４７】
　本技術において、低吸油多孔質シリカの平均粒径は以下のようにして求めた。すなわち
、走査電子顕微鏡（Scanning Electron Microscope：ＳＥＭ）を用いて低吸油多孔質シリ
カを観察し、それらのうちの任意の複数の粒子の粒径（直径）を単純に平均（算術平均）
して、低吸油多孔質シリカの平均粒径（平均直径）を求めた。
【００４８】
　本実施例について以下の順序で説明する。
i．低吸油多孔質シリカの給油量
ii．低吸油多孔質シリカの平均粒径
iii．印刷線幅に対する滲み率
iv．インク受理層の厚み
【００４９】
＜i．低吸油多孔質シリカの給油量＞
（サンプル１－１～１－５）
　親水性樹脂２５質量部、低吸油多孔質シリカ３０質量部、紫外線硬化性樹脂２０質量部
および固着剤５質量部を含むインク受理層形成用塗料を調製した。なお、低吸油多孔質シ
リカとしては、表１に示すように、サンプル毎に給油量が異なるものを用いた。
【００５０】
（スクリーン印刷性の評価）
　上述のようにして調製したインク受理層形成用塗料を白下地層上にシルクスクリーン印
刷により塗布し、以下の基準で印刷性を評価した。但し、サンプル１－４、１－５では、
塗料化できなかったため、印刷性の評価は行わなかった。これは、サンプル１－４、１－
５では、低吸油多孔質シリカの給油量が多すぎ、低吸油多孔質シリカがインク受理層形成
用塗料の液体成分を多く吸ってしまったためである。
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　◎：印刷性が最良である
　○：印刷性が良好である
　△：印刷性が許容範囲である。
　×：印刷性が悪い。
【００５１】
　表１は、サンプル１－１～１－５のインク受理層形成用インクの印刷性の評価結果を示
す。
【表１】

【００５２】
　上記評価結果から、印刷性の観点から、低吸油多孔質シリカの給油量は、好ましくは１
５ｍｌ／１００ｇ以下、より好ましくは１０ｍｌ／１００ｇ以下、更により好ましくは５
ｍｌ／１００ｇ以下、最も好ましくは１ｍｌ／１００ｇ以下であることがわかる。
【００５３】
＜ii．低吸油多孔質シリカの平均粒径＞
（サンプル２－１～２－４）
　表２に示すように、サンプル毎に低吸油多孔質シリカの平均粒径が異なるものを用いる
以外はサンプル１－１と同様にしてインク受理層形成用塗料を調製した。次に、ブルーレ
イディスクの基板側の面（裏面）に白下地層を形成した。次に、シルクスクリーン印刷に
より、調製したインク受理層形成用塗料を白下地層上に印刷して、塗膜を形成した。次に
、紫外線を塗膜に照射して塗膜を硬化させた。これにより、目的とする光ディスクが得ら
れた。
【００５４】
（評価）
　上述のようにして得られたサンプル２－１～２－４の光ディスクについて、以下の評価
を行った。
【００５５】
（グロス値の評価）
　グロス計を用いて、６５度入射角に対するグロス値を測定した。
【００５６】
（算術平均粗さＲａの評価）
　触針式表面粗さ測定器（（株）小阪研究所製、商品名：サーフコーダＥＴ４０００）を
用いて算術平均粗さＲａを評価した。
【００５７】
（光沢性の評価）
　上述のようにして測定したグロス値に基づき、以下の基準で光ディスクの印刷面の光沢
性を評価した。
　◎：グロス値が６０％以上である。
　○：グロス値が４０％以上６０％未満である。
　△：グロス値が２０％以上４０％未満である。
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　×：グロス値が２０％未満である。
【００５８】
（滲み率の評価）
　上述のようにして得られたサンプル５－１～５－５の滲み率は、以下のようにして評価
した。まず、インクジェット印刷機で所定幅の線を光ディスクの印刷面に印刷したのち、
印刷直後の線の幅を測定した。次に、印刷を施した光ディスクを２４時間放置したのち、
水に浸漬する耐水試験を施した後、耐水試験後の線の幅を測定した。次に、以下の式を用
いて、耐水試験後の滲み率を算出した。
　滲み率［％］＝［（印刷直後の線の幅）／（耐水試験後の線の幅）×１００］－１００
【００５９】
　表２は、サンプル２－１～２－４の光ディスクの評価結果を示す。
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【表２】

【００６０】
　上記評価結果から、低吸油多孔質シリカの平均粒径は、印刷面の光沢性を向上する観点
から、好ましくは５μｍ以下、より好ましくは１μｍ以下、更により好ましくは０．５μ
ｍ以下である。
　インク受理層の表面、すなわち印刷面の算術平均粗さＲａは、印刷面の光沢性を向上す
る観点から、好ましくは１１４μｍ以下、より好ましくは５２μｍ以下、更により好まし
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くは２５μｍ以下である。
　インク受理層の表面、すなわち印刷面のグロス値は、印刷面の光沢性を向上する観点か
ら、好ましくは２２％以上、より好ましくは４５％以上、更により好ましくは６７％以上
である。
【００６１】
＜iii．印刷線幅に対する滲み率＞
（サンプル３－１）
　サンプル１－１と同様にしてインク受理層形成用塗料を調製した。次に、ブルーレイデ
ィスクの基板側の面（裏面）に白下地層を形成した。次に、シルクスクリーン印刷により
、調製したインク受理層形成用塗料を白下地層上に印刷して、塗膜を形成した後、紫外線
を塗膜に照射して塗膜を硬化させた。これにより、目的とする光ディスクが得られた。
【００６２】
（滲み率の評価）
　上述のようにして得られたサンプル３－１の滲み率は、以下のようにして評価した。ま
ず、インクジェット印刷機で所定幅の線を光ディスクの印刷面に印刷したのち、印刷直後
の線の幅を測定した。次に、以下の式を用いて、滲み率を算出した。その結果を図２に示
す。
　滲み率［％］＝［（印刷直後の線の幅）／（印刷機で印刷設定した線の幅）×１００］
－１００
【００６３】
　上記評価結果から、インク受理層に印刷用インクを載せたときの滲み率が、１０％以下
に抑制されていることがわかる。
【００６４】
＜v．インク受理層の厚み＞
（サンプル４－１～４－５）
　サンプル１－１と同様にしてインク受理層形成用塗料を調製した。次に、ブルーレイデ
ィスクの基板側の面（裏面）に白下地層を形成した。次に、シルクスクリーン印刷により
、調製したインク受理層形成用塗料を白下地層上に印刷して、塗膜を形成した後、紫外線
を塗膜に照射して塗膜を硬化させた。なお、塗膜形成の際、塗膜厚をサンプル毎に変化さ
せることにより、表３に示すように、塗膜硬化後のインク受理層の厚みを変化させた。こ
れにより、目的とする光ディスクが得られた。
【００６５】
（滲み率の評価）
　上述のようにして得られたサンプル４－１～４－５の滲み率を、サンプル２－１～２－
４と同様にして求めた。
【００６６】
　次に、求めた滲み率を以下の基準で評価した。
　◎：滲み値が４０％未満である。
　○：滲み値が４０％以上５０％未満である。
　△：滲み値が５０％以上６０％未満である。
　×：滲み率が６０％以上である。
【００６７】
（スキューの評価）
　上述のようにして得られたサンプル４－１～４－５の光ディスクのスキュー（反り）を
測定した。次に、測定したスキューを以下の基準で評価した。
　◎：スキューが０．１度未満である。
　○：スキューが０．１度以上０．２度未満である。
　△：スキューが０．２度以上０．４度未満である。
　×：スキューが０．５度以上である。
【００６８】
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　表３は、サンプル４－１～４－６の光ディスクの評価結果を示す。
【表３】

【００６９】
　上記評価結果から、インク受理層の厚みは、滲み率を抑制する観点からすると、好まし
くは１０μｍ以上２５μｍ以下、より好ましくは２０μｍ以上２５μｍ以下であることが
わかる。
　インク受理層の厚みは、光ディスクの反りを抑制する観点からすると、好ましくは０μ
ｍより大きく２０μｍ以下、より好ましくは０μｍより大きく５μｍ以下であることがわ
かる。
　インク受理層の厚みは、滲み率と光ディスクの反りの抑制を両立する観点からすると、
好ましくは１０μｍ以上２０μｍ以下であることがわかる。
【００７０】
　以上、本技術の実施形態および実施例について具体的に説明したが、本技術は、上述の



(13) JP 6090221 B2 2017.3.8

10

20

30

40

50

実施形態および実施例に限定されるものではなく、本技術の技術的思想に基づく各種の変
形が可能である。
【００７１】
　例えば、上述の実施形態および実施例において挙げた構成、方法、工程、形状、材料お
よび数値などはあくまでも例に過ぎず、必要に応じてこれと異なる構成、方法、工程、形
状、材料および数値などを用いてもよい。
【００７２】
　また、上述の実施形態の構成、方法、工程、形状、材料および数値などは、本技術の主
旨を逸脱しない限り、互いに組み合わせることが可能である。
【００７３】
　また、本技術は以下の構成を採用することもできる。
（１）
　インク受理層を備え、
　上記インク受理層は、親水性樹脂と低吸油多孔質シリカとを含む記録媒体。
（２）
　上記低吸油多孔質シリカの吸油量が、１５ｍｌ／１００ｇ以下である（１）に記載の記
録媒体。
（３）
　上記低吸油多孔質シリカの平均粒径が、５μｍ以下である（１）または（２）に記載の
記録媒体。
（４）
　上記インク受理層中おける低吸油多孔質シリカの含有量が、２０原子％以上３０原子％
以下である（１）から（３）のいずれかに記載の記録媒体。
（５）
　上記インク受理層に印刷用インクを載せたときの滲み率が、１０％以下である（１）か
ら（４）のいずれかに記載の記録媒体。
（６）
　上記インク受理層の厚みが、１０μｍ以上２０μｍ以下である（１）から（５）のいず
れかに記載の記録媒体。
（７）
　上記インク受理層は、固着剤を含んでいる（１）から（６）のいずれかに記載の記録媒
体。
（８）
　上記固着剤は、上記親水性樹脂と電気的に結合する（７）に記載の記録媒体。
（９）
　上記親水性樹脂は、カチオン性の親水性樹脂である（１）から（８）のいずれかに記載
の記録媒体。
（１０）
　上記インク受理層の下に設けられた下地層をさらに備える（１）から（９）のいずれか
に記載の記録媒体。
（１１）
　親水性樹脂と低吸油多孔質シリカを含む塗料を塗布し、
　塗布した塗料に紫外線を照射して硬化させること
　を含む記録媒体の製造方法。
（１２）
　上記塗料の塗布は、シルクスクリーン印刷により行われる（１１）に記載の記録媒体の
製造方法。
【符号の説明】
【００７４】
　１０　　光記録媒体
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　１１　　基板
　１２　　情報信号層
　１３　　光透過層
　１４　　下地層
　１５　　インク受理層
　２１　　親水性樹脂
　２２　　低吸油多孔質シリカ
　Ｓ１　　信号面
　Ｓ２　　印刷面

【図１】 【図２】



(15) JP 6090221 B2 2017.3.8

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平０７－１６９１００（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１０－１８８３４５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－１９９７０１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－２９６９１３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭６１－１３８７８４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－０７６００７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－２４９６１０（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ１１Ｂ　　　７／２４０９４　
              Ｂ４１Ｊ　　　２／０１　　　　
              Ｂ４１Ｍ　　　５／００　　　　
              Ｇ１１Ｂ　　　７／２６　　　　
              Ｇ１１Ｂ　　２３／４０　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

